
 

 

 

とっても元気の良い１０人（１名欠席）の１年生と、最初は、「テレパシーじ

ゃんけん」をしながら、「相手を見ることの大切さ」「きりかえ」の大切さにつ

いて確認しました。次に、みんなで「笑顔」「頷き」「拍手」の行動目標を定め

て、これまでの行事や授業の様子の写真をもとに、友達の良さについて出し合

いました。 

写真を見た子ども達から、 

「○○さんの授業中の姿勢が良いです」  

「○○さんは、ノートをみながら絵を書 

いているのですごいと思いました」 

「着衣水泳の時○○君は□□さんにペッ

トボトルを渡した時『ありがとう』と言っていたので優しいと思います」等、 

それぞれの良さを丁寧な言葉で発表しました。回を重ねることで発表者も増え、内容

もより具体的であったり、想像したりするなど、レベルもどんどん上がりました。 

【ふりかえり】 

・みんな目を見ているのですごかったで 
す。また、みんな先生の言うことをき 
いているのですごいと思いました。あ 
と、ちゃんと発表していたのですごか 
ったです 

・○○くんが発表を頑張っているのが良 
かった。みんながちゃんと話し合いを 
するのが良かった 

・発表を頑張った 
・みんな（行動）がはやかったです 
・頑張った 
・みんな姿勢が良かった 
・みんな、先生と決めた約束ができてい  
るからすごいと思った 

・今日は□□さんが目を見て話してい 
た。私もいっぱい発表ができた 

・みんながちゃんと先生の話を聞いてい 
たので良いと思いました 

・（みんなからほめられて）うれしかった 

 発表者の言い方をほめると、次に発表する子どもが真似をします。また、最初は自分の席で発表した子ども達

も次第に前に出て指さしながら説明をします。自然に拍手が行われ、みんなが笑顔になりました。４５分でここ

まで成長するのかと感心しました。最後に、担任の伊藤先生に贈った感謝の拍手も最高でした！！ 
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